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遺
跡
（窺
偲
地
区
）

１
　
所
在
地
　
　
　
千
葉
県
市
原
市
菊
間
字
実
信

２
　
調
査
期
間
　
　
下
層
本
調
査
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
六
月
―

一
九
九

一

年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑭
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
柴
田
龍
司
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
貝
塚

・
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代

・
弥
生
時
代
、
古
代
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

市
原
条
里
制
遺
跡
実
信
地
区
は
、
市
原
市
北
西
部
に
広
が
る
標
高
約
五
ｍ
の

沖
積
平
野
に
立
地
し
て
い
る
。

調
査
の
結
果
、
縄
文
時
代
後
期

の
貝
塚
、
弥
生
時
代
中
期
の
溝
、

古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
水

田
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち

古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
水

田
は
、　
一
部
が
市
原
地
区
検
出

の
条
里
型
水
田
と
主
軸
方
向
や

規
格
が

一
致
し
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

古
代
以
降
の
遺
物
は
水
田
耕
土
中
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
耕
作
に
よ
つ
て

細
片
化
し
て
い
る
も
の
の
、
土
師
器

・
須
恵
器

・
灰
釉
陶
器

。
青
磁

・
中
世
陶

器
な
ど
種
類
は
豊
富
で
あ
る
。
ま
た
、
近
接
す
る
人
世
紀
初
頭
の
寺
院
で
あ
る

菊
間
廃
寺
で
使
用
さ
れ
た
瓦
類
も
出
土
し
て
い
る
。
な
お
、
同
じ
市
原
条
里
制

遺
跡
の
市
原
地
区
か
ら
、
「□
□
米
五
斗
」
の
記
載
を
も
つ
付
札
木
簡
が
出
土

し
て
い
る

（本
誌
第
三
二
号
）。

今
回
報
告
す
る
木
簡
は
、
下
層

（貝
塚
）
本
調
査
時
に
排
土
中
か
ら
発
見
さ

れ
た
も
の
で
、
明
確
な
年
代
は
決
定
し
得
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
・
□
□
□

。
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ё

苫
契
∞
寓
Ｐ

柾
目
材
で
上
下
両
端
が
欠
損
し
て
い
る
。
表

裏
両
面
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
、
赤
外
線
テ
レ
ビ

カ
メ
ラ
装
置
に
よ
る
観
察
を
行
な

っ
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
三
文
字
程
度
の
文
字
が
想
定
さ
れ
る
も

の
の
、
判
読
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

９
　
関
係
文
献

側
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『市
原
市
市
原
条
里
制
遺
跡
』
全

九
九
九
年
）

（大
谷
弘
幸

〈千
葉
県
立
中
央
博
物
館
し

(千 葉)




